令和七年（２０２５）「秋に詠う」　　　　　　　　　　
Ｅテレ　11月３日（月・祝）　１４時３０分～４５分　　放送


[bookmark: _Hlk207487134]一、和 (わ)歌 (か)・み渡 (わた)せば　　　藤原 (ふじわらの)定家 (ていか)（『新古今集』秋上・３６３）

見 (み)渡 (わた)せば花 (はな)も紅葉 (もみじ)もなかりけり浦 (うら)の苫 (とま)屋 (や)の秋 (あき)の夕 (ゆう)暮 (ぐれ)

見渡すと、美しい春の桜も、色とりどりの秋の紅葉もない。しかしそれ故に、いっそう趣きが深い、海辺の苫屋だけが見えるこの秋の夕暮よ。


二、秋 (しゅう)思 (し)	　　劉 (りゅう)　禹 (う)錫 (しゃく)
　秋思二首　其一　　　　秋 (しゅう)思 (し)　　　　　　　　　　中唐　劉 (りゅう)禹 (う)錫 (しゃく)
自古逢秋悲寂寥　　古 (いにしえ)より秋 (あき)に逢 (あ)うて寥 (りょう)を悲 (かな)しむ
我言秋日勝春朝　　我 (われ)は言 (い)う　秋 (しゅう)日 (じつ)　春 (しゅん)朝 (ちょう)に勝 (まさ)ると
晴空一鶴排雲上　　晴 (せい)空 (くう)　一 (いっ)鶴 (かく)　雲 (くも)を排 (はい)して上 (のぼ)る
便引詩情到碧霄　　便 (すなわ)ち情 (じょう)を引 (ひ)いて　碧 (へき)霄 (しょう)に到 (いた)る

昔から秋になると寂寥を悲しんだものだが、私は秋の日は春の朝よりもすばらしいと言いたい。なぜなら、晴れた空に一羽の鶴が雲をおしわけて上り、たちまち詩情を引いて碧くすみわたる空の彼方に飛んで行くから。


[bookmark: _Hlk207488253]三、日 (にっ)本 (ぽん)刀 (とう)　　大 (おお)鳥 (とり)　圭 (けい)介 (すけ)
日本刀　　　　　　日本刀 (にっぽんとう)　　　　　大 (おお)鳥 (とり)圭 (けい)介 (すけ)
鍛冶研磨幾百回　　鍛 (たん)冶 (や)研 (けん)磨 (ま)す　幾 (いく)百 (ひゃく)回 (かい)
霜鋒三尺玉無埃　　霜 (そう)鋒 (ほう)三 (さん)尺 (じゃく)　玉 (たま)に埃 (ちり)無 (な)し
不疑日本刀犀利　　疑 (うたが)わず　日 (にっ)本 (ぽん)刀 (とう)の犀 (さい)利 (り)なるを
[bookmark: _Hlk207372530]曾試盤根錯節來　　曾 (かつ)て盤 (ばん)根 (こん)錯 (さく)節 (せつ)を試 (こころ)み来 (きた)る

幾百回、鍛えぬき、磨きぬいたことだろう。この三尺の刀には埃 (ちり)一つついておらず、切っ先は霜のように輝いている。この日本刀が犀利であることは、疑う余地はない。何故なら、諸派入り乱れて複雑怪奇な様相を呈していた幕末から維新にかけて、この日本刀で切り開いてきた結果が明らかなのだから。


四、山 (さん)中 (ちゅう)の月 (つき)　　　真 (しん)山 (さん)民 (みん)
[bookmark: _Hlk207375061]　山中月　　　　　　山 (さん)中 (ちゅう)の月 (つき)　　　真 (しん)山 (さん)民 (みん)
我愛山中月　　我 (われ)は愛 (あい)す　山 (さん)中 (ちゅう)の月 (つき)
[bookmark: _Hlk207462779]烱然掛疎林　　烱 (けい)然 (ぜん)として疎 (そ)林 (りん)に掛 (かか)るを
爲憐幽獨人　　幽 (ゆう)独 (どく)の人 (ひと)をむが為 (ため)に
[bookmark: _Hlk207462847]流光散衣襟　　流 (りゅう)光 (こう)衣 (い)襟 (きん)に散 (さん)ず
[bookmark: _Hlk207462869]我心本如月　　我 (わ)が心 (こころ)本 (もと)月 (つき)の如 (ごと)く
月亦如我心　　月 (つき)も亦 (また)我 (わ)が心 (こころ)の如 (ごと)し
心月兩相照　　心 (こころ)と月 (つき)と両 (ふた)つながら相 (あい)照 (てら)し
淸夜長相尋　　清 (せい)夜 (や)長 (とこしな)えに相 (あい)尋 (たず)ぬ

　私は、山中にかかっている月が、木のまばらな林を照らしているのを愛する。独り隠士のように静かに過ごす私を、憐れむかのように、月光が襟元を照らしてくれる。私の心はもともと月のように自然で無欲、時世に諂うことはない。月もまた私の心と同じである。わが心と月が照らし合って、この清らかで美しい夜をとこしえに尋ねるのである。


